
エムポックスに関する注意喚起 

 

●8 月 7 日、世界保健機関（WHO）は定例記者会見で、コンゴ民主共和国でエムポックスの深

刻な流行が発生しているほか、その周辺国においても感染が拡大しているとの見解を示しまし

た。 

●最近、エムポックス・クレード１が多数発生しているコンゴ民主共和国及びその周辺国である

ブルンジ、ケニア、ルワンダ、ウガンダ、コンゴ共和国、中央アフリカ共和国に渡航される方は

特に感染予防に留意してください。また、それ以外の国・地域に渡航される方についても、今後

渡航先において感染が拡大する可能性が否定されないところ、感染予防につとめて下さい。  

 

 


